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愛犬とともに暮らす。
［特集］犬の飼い方を見つめ直す P2～ P3

［平成 20年３月 31 日現在の予算の収入と支出の状況］P4～ P5　

財政状況の公表

大
き
な
竹
の
子
と
れ
た
よ
！
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近
年
、「
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
の
に

欠
か
せ
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
、
犬

を
飼
う
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
の
一
方
で
騒
音
や
悪
臭
、
農
作
物
へ
の

被
害
な
ど
、
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。「
隣
の
犬
が
ほ
え
て
う

る
さ
い
」、「
散
歩
中
に
フ
ン
の
後
始
末
を

し
て
い
な
い
飼
い
主
が
い
る
」、「
放
し
飼

い
の
犬
が
い
て
迷
惑
だ
」
な
ど
、
犬
に
関

し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
も
特
に
多
い
苦
情
は
犬
の
放

し
飼
い
。
確
か
に
、
道
路
を
首
輪
を
付
け

た
犬
が
歩
い
て
い
る
の
を
最
近
よ
く
見
か

け
ま
す
。
放
し
飼
い
と
い
う
行
為
に
よ
っ

て
、
他
人
を
襲
っ
た
り
、
農
作
物
を
荒
ら

し
た
り
す
る
危
険
が
出
て
き
ま
す
。ま
た
、

そ
の
犬
自
身
の
生
命
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

犬
を
飼
う
こ
と
で
、
周
り
に
迷
惑
を
か

け
る
か
ど
う
か
は
、
す
べ
て
飼
い
主
の
意

識
と
責
任
、
マ
ナ
ー
に
か
か
っ
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
安
易
に
動
物
を
捨
て
た
り
、
虐

待
し
た
り
す
る
事
件
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

小
林
保
健
所
に
よ
る
と
、
昨
年
度
、
同

保
健
所
管
内
で
飼
い
主
が
飼
え
な
く
な
っ

た
た
め
引
き
取
っ
た
犬
は
２
７
４
頭
、
捨

て
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
徘
徊
で
捕
獲

し
た
犬
が
１
９
２
頭
、
合
計
４
６
６
頭
に

も
上
り
ま
す
。
捕
獲
し
た
犬
の
う
ち
、
12

頭
は
飼
い
主
が
見
つ
か
り
、
13
頭
は
新
し

い
飼
い
主
へ
と
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
ほ
か
の
多
く
の
犬
た
ち
は
処
分
と
い

う
悲
し
い
現
実
と
な
り
ま
し
た
。
飼
い
主

の
都
合
で
悲
し
い
最
期
と
な
っ
て
し
ま
う

犬
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
。
同
保

健
所
に
犬
の
引
き
取
り
を
依
頼
す
る
理
由

は
、「
大
き
く
な
っ
て
飼
え
な
く
な
っ
た

か
ら
」、「
引
っ
越
し
す
る
か
ら
」、「
犬
が

凶
暴
だ
か
ら
」
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
理
由
は
い
ず
れ
も
人
間
の

都
合
で
す
。

　
「
動
物
の
愛
護
及お

よ

び
管
理
に
関
す
る
法

律
」
の
第
44
条
に
、「
愛
護
動
物
を
み
だ

り
に
殺
し
、
又ま

た

は
傷
つ
け
た
者
は
、
一
年

以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
愛
護
動
物
を
捨

て
た
り
、
え
さ
や
水
を
与
え
ず
衰
弱
さ
せ

た
り
す
る
行
為
な
ど
も
虐
待
と
み
な
さ

れ
、「
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

飼
お
う
と
し
て
い
る
皆
さ
ん
、も
う
一
度
、

自
分
の
犬
の
飼
い
方
や
今
後
の
飼
い
方
な

ど
を
じ
っ
く
り
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
を
飼
い
始
め
た
ら「
狂
犬
病
予
防
法
」

や
次
の
よ
う
な
義
務
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

❶
生
涯
一
度
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

　
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

❸
放
し
飼
い
や
、
犬
の
鎖
を
外
し
て
の
散

　
歩
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

❹
飼
い
始
め
た
ら
「
し
つ
け
」
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。

❺
虐
待
せ
ず
、
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

❻
犬
を
散
歩
さ
せ
る
時
は
、
袋
と
ス
コ
ッ

　
プ
な
ど
、
フ
ン
を
片
付
け
る
道
具
も
必

　
ず
一
緒
に
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

　
携
帯
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
他
人
の
敷

　
地
や
公
共
の
場
所
に
フ
ン
を
放
置
し
な

　
い
で
、
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

❼
繁
殖
を
望
ま
な
い
時
は
、
不
妊
手
術
な

　
ど
繁
殖
制
限
措
置
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

　

こ
れ
ら
は
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
上
で
最
低

限
の
マ
ナ
ー
で
す
。「
か
わ
い
い
」、
そ
ん

な
単
純
な
理
由
だ
け
で
ペ
ッ
ト
を
飼
う
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飼
い
主
が
責
任
を

持
っ
て
最
期
ま
で
面
倒
を
見
る
こ
と
は

当
然
の
こ
と
で
す
。
飼
お
う
と
す
る
前

に
、「
毎
日
の
世
話
を
し
っ
か
り
で
き
る

の
か
」、「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
し
つ
け
ら
れ
る
の
か
」、「
最
期

ま
で
責
任
と
愛
情
を
持
っ
て
飼
い
続
け
ら

れ
る
の
か
」
な
ど
を
冷
静
に
判
断
す
る
こ

と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
市
民
課
生
活
環
境
係

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
８
５
・
２
８
６
）

小林保健所衛生環境課では「しつけ」などの相談に応じ
ています。お気軽にご相談ください。
■小林保健所衛生環境課（☎ 0984‐23‐3118）

市では、月２回、「飼えなくなった犬の引取日」を設け、
飼えなくなった犬を引き取っています。この檻はその犬
を入れておくためのものです。この中に入れられた犬は、
まるで飼い主を探すように、どこか悲しい声で遠吠えを
繰り返します。

小
林
保
健
所
管
内
の
現
状

犬
を
飼
う
時
の
最
低
限
の
マ
ナ
ー

。

［特集］犬の飼い方を見つめ直す

愛犬とともに暮らす。
犬を飼っている皆さん、愛情と責任を持って飼っていますか。
最近、犬に関する苦情が多く寄せられています。
皆さん、もう一度あなたの愛犬と正しく向き合ってみてください。

［特集］犬の飼い方を見つめ直す

愛犬とともに暮らす。
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財政状況の公表
　えびの市の財政事情については、毎年５月と 11 月に公表しています。これは、えびの市の財政がどのような
状況にあるのかを、広く市民の皆さんに知ってもらうためのものです。
　今回は、平成 20 年３月 31 日現在の予算の収入と支出の状況について公表します。

■平成 19年度一般会計予算の執行状況

　平成 20 年３月 31 日現在の収入の状況は、予算総額 109 億 644 万 8,000 円（うち、平成 18 年度からの繰越額
１億 1,350 万 4,000 円）に対して、収入済額 103 億 1,080 万 1,234 円で、収入率は 94.5％です。市債等、収入率
の低いものは、５月末までに収入の見込みとなっています。

［歳　入］

［歳　出］
　平成 20 年３月 31 日現在の支出の状況は、予算総額 109 億 644 万 8,000 円（うち平成 18 年度からの繰越額
１億 1,350 万 4,000 円）に対して、支出済額 87 億 7,472 万 6,220 円で、支出率は 80.5％です。

4,491,963,000
　　　　　4,491,963,000（100.0%）

５億10億15 億

1,092,625,000
　

1,800,940,000
1,909,632,933（106.0％）

304,792,896（100.0％）
304,792,000

1,350,342,000　　　　　　
　　　　1,472,959,254（109.1％）

296,547,164（94.0％）
315,411,000

2,423,297,500
　

５億 10億 15 億

3,250,851,000　　　　　　　
　　　2,531,726,607（77.9％）

　1,398,907,000　　

1,465,559,502（60.5％）

地方交付税

国庫支出金

市税

615,641,000
280,641,000（45.6％） 市債

772,753,219（82.7％）
934,734,000 県支出金

繰越金

諸収入

その他

総務費

民生費

公債費

土木費

衛生費

その他

20億 25 億 30 億

841,104,000
712,252,968（84.7％）

農林　　
水産業費

724,586,440
609,378,621（84.1％）

483,376,000
402,022,054（83.2％）

教育費 684,284,000
627,384,700（91.7％）

1,100,042,060
1,027,495,459（93.4％）

～
予算現額
収入済額

予算現額
支出済額

用
語
の
説
明

◎
一
般
会
計

福
祉
や
教
育
、
公
園
や
道
路

建
設
な
ど
、
市
の
基
本
的
な

事
業
を
行
う
会
計
で
す
。
市

税
や
地
方
交
付
税
な
ど
を
財

源
と
し
て
い
ま
す
。

◎
特
別
会
計

特
定
の
収
入
を
特
定
の
支
出

に
充
て
て
事
業
を
行
う
会
計

で
す
。
市
で
は
国
民
健
康
保

険
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

◎
地
方
交
付
税

地
方
税
な
ど
の
自
主
財
源
だ

け
で
は
財
源
の
足
り
な
い
地

方
自
治
体
に
対
し
て
国
が
交

付
す
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

◎
国
庫
支
出
金

国
か
ら
地
方
自
治
体
に
支
出

さ
れ
る
補
助
金
や
委
託
金
な

ど
で
す
。

◎
市
債

市
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行

う
時
、
長
期
に
わ
た
っ
て
借

り
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

◎
公
債
費

市
債
を
返
済
す
る
た
め
の
経

費
の
こ
と
で
す
。

◎
一
時
借
入
金

収
入
と
支
出
の
一
時
的
な
不

均
衡
を
解
消
す
る
た
め
の
借

金
の
こ
と
で
す
。

会　計　名
歳　入 歳　出

予算額 収入済額 予算額 支出済額

国民健康保険特別会計 3,576,440 2,896,684 3,576,440 3,200,892

老人保健特別会計 3,394,302 2,685,172 3,394,302 3,089,508

観光特別会計 34,492 33,635 34,492 33,125

介護保険特別会計 2,567,848 2,416,525 2,567,848 2,272,767

合　　　計 9,573,082 8,032,016 9,573,082 8,596,292

区　　　分 現　在　高

市
　
　
債

一般会計 9,048,400
水道事業会計 985,754
病院事業会計 82,867
観光特別会計 0
一時借入金 0

■特別会計の状況

■市債残高および一時借入金の状況

■住民負担の状況

　平成 20 年３月 31 日現在の市債（市が資金調達の
ために負担する債務であって、その返済が一会計年度
を越えて行われるもの）の現在高は次のとおりです。
なお、平成 19 年度の一時借入金はありません。

　平成 20年３月 31日現在の市民の負担は次のとおり
です。市民税（個人・法人）の収入総額は、７億 498
万 6,064 円で、これを市民一人あたり（平成 20 年３
月 31 日現在人口 23,142 人）にすると、３万 463 円
となります。一世帯あたり（平成 20 年３月 31 日現
在 10,095 世帯）では、６万 9,835 円となります。

　平成 20 年３月 31 日現在の特別会計の収入および
支出の状況は次のとおりです。

【単位：千円】

【単位：千円】

市民一人あたりは 一世帯あたりは

30,463 円 69,835 円

［民生費］

子どもやお年寄り、体の不自由な方の福祉のた
めに使われる経費のことです。

［その他］

支出済額・・・25億 3,172 万 6,607 円

［総務費］
支出済額・・・14億 6,555 万 9,502 円
行政運営のために使われる経費のことです。

［公債費］
支出済額・・・13億 9,890 万 6,309 円
えびの市の借入金の返済のために使われる経
費のことです。

［土木費］
支出済額・・・４億 202 万 2,054 円
道路建設や公園の整備など、住み良いまちづく
りのために使われる経費のことです。

［農林水産業費］
支出済額・・・６億 937 万 8,621 円
農業、畜産の振興と育成のために使われる経費
のことです。

［教育費］
支出済額・・・６億 2,738 万 4,700 円
学校、公民館、体育施設などの整備や、教育の
振興のために使われる経費のことです。

［衛生費］
支出済額・・・７億 1,225 万 2,968 円
ごみ、し尿の処理や、市民の皆さんの健康を守
るために使われる経費のことです。

支出済額・・・10億 2,749 万 5,459 円
議会費、労働費、商工費、消防費、災害復旧費、
予備費です。市議会の運営や商工の振興、火災
や台風などの防災活動に使われる経費です。

1,398,906,309（100.0％）

■お問い合わせ先
市財政課経営分析係

☎ 0984‐35‐1111（内線 382）

［平成 20年３月 31 日現在の予算の収入と支出の状況］

予算がどのようなものにどれくらい使われたのかを説明します。

歳　入さいにゅう

【単位：円】

( )歳出の説明

　781,511,768（71.5％）

歳　出さいしゅつ

【単位：円】
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▼
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News　&　Topics
02 01

◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111）

04 03

委嘱状交付を受ける末吉ミチ子さん（中）と新出水寛人さん（右）。

平成 20年度の区長・分区長に委嘱状を交付

市民と行政のパイプ役として
岩尾智子さんに法務大臣から感謝状

人権の擁護と思想普及に感謝

■お問い合わせ先
市総務課行政広報係（内線 312・315）

■お問い合わせ先
市総務課人権啓発室（内線 350）

時吉さんと絵柳さんに厚生労働大臣から感謝状

社会福祉の増進に貢献
各種相談業務のお知らせ

お気軽にご相談ください
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人
権
擁
護
委
員
を
２
期
６
年
間

（
平
成
14
年
３
月
１
日
～
平
成
20

年
３
月
31
日
）
務
め
た
岩
尾
智
子

さ
ん
に
、
法
務
大
臣
と
宮
崎
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
会
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
、「
人
権
擁
護

委
員
法
」
に
基
づ
い
て
職
務
を
行

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
人
た
ち
が
地
域
の
中

で
人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
が
侵

害
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
、

人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
と
い
う
考
え
方
か
ら
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。
全
国
に
約
１

４
，
０
０
０
人
、
え
び
の
市
に
は

７
人
の
委
員
が
い
ま
す
。
主
な
活

動
内
容
は
、
宮
崎
地
方
法
務
局
に

お
け
る
常
設
人
権
相
談
お
よ
び
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で
の
特
設
人

権
相
談
、
自
宅
で
の
相
談
受
付
、

人
権
週
間
（
12
月
４
日
～
10
日
）

期
間
中
に
お
け
る
街
頭
啓
発
活
動

な
ど
で
す
。

　

感
謝
状
の
伝
達
式
で
岩
尾
さ
ん

は
、「
先
輩
方
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
今

日
ま
で
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。
私

自
身
、
人
権
に
関
し
て
深
く
考
え

る
よ
う
に
な
れ
た
こ
と
は
何
よ
り

も
大
き
な
収
穫
で
し
た
。
こ
の
６

年
間
で
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た

こ
と
は
、
今
後
の
自
分
の
人
生
の

大
き
な
指
針
に
な
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
本
日
は
感
謝
状
を
い
た
だ

き
、
身
の
縮
む
思
い
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

６
年
間
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で

し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
24
日
、文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

「
平
成
20
年
度
区
長
・
分
区
長
合

同
会
議
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
区
長
の
代
表
と
し

て
新
出
水
寛
人
さ
ん
（
出
水
区
）

に
、
分
区
長
の
代
表
と
し
て
末
吉

ミ
チ
子
さ
ん
（
出
水
区
後
出
水
分

区
）
に
宮
﨑
市
長
か
ら
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
区
長
、

分
区
長
に
委
嘱
さ
れ
た
の
は
区
長

65
人
、
分
区
長
４
３
３
人
の
方
々

で
す
。

　

会
議
で
宮
﨑
市
長
は
「
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
か
な
い
と
市

政
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
今
年
一
年
間
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

区
・
分
区
は
、
私
た
ち
が
住
む

こ
の
地
域
を
、
温
か
い
心
と
心
の

ふ
れ
あ
い
で
、
よ
り
快
適
で
住
み

よ
い
環
境
に
す
る
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
自
主
防
災
組
織
の
設
置

や
災
害
時
の
互
助
活
動
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
や
維
持
管

理
、
防
犯
灯
の
設
置
や
地
域
安
全

活
動
、
交
通
安
全
活
動
、
各
種
団

体
の
育
成
・
協
力
な
ど
で
す
。

　

区
長
・
分
区
長
の
皆
さ
ん
は
、

行
政
事
務
連
絡
員
と
し
て
、
市
か

ら
の
連
絡
文
書
（
広
報
紙
や
市
役

所
だ
よ
り
な
ど
）
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
届
け
す
る
な
ど
、
市
民
と

行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
務
め

ま
す
。
任
期
は
１
年
間
で
す
。

　

ま
だ
区
・
分
区
に
加
入
し
て
い

な
い
皆
さ
ん
、
区
・
分
区
に
加
入

し
て
、
親
ぼ
く
や
交
流
を
深
め
、

地
域
に
共
通
の
課
題
に
協
力
し

合
っ
て
取
り
組
み
、
よ
り
よ
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

■お問い合わせ先
市福祉事務所福祉係（内線 261・266）

■お問い合わせ先
市市民課生活環境係（内線 285）

す
る
内
容
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
※
予
約
制
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
、
相

談
日
前
日
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議

会
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】
毎
月
第
１
火
曜
日

の
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分【会
場
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
女
性
相
談
・
・
・
女
性
問
題
を

は
じ
め
、
夫
婦
問
題
、
家
族
関
係

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
開
催
日
時
】
毎
週
火
曜
日
の
午

前
９
時
～
正
午　

※
原
則
電
話
の

み
の
相
談
で
す
が
、
要
望
に
よ
っ

て
は
面
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。（
☎

０
９
８
４
‐
35
‐
０
１
５
２
）

◎
年
金
移
動
相
談
・
・
・
年
金
に

関
す
る
相
談
に
、
社
会
保
険
庁
職

員
が
応
じ
ま
す
。

【
開
催
日
時
】
毎
月
第
２
水
曜
日

（
８
月
の
み
第
３
水
曜
日
）
の
午

前
10
時
～
午
後
３
時

【
会
場
】
市
役
所
本
庁
１
階
１
‐

１
会
議
室

◎
心
配
ご
と
相
談
・
・
・
日
常
生

活
で
の
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
開
催
日
時
】
毎
週
水
曜
日
の
午

後
１
時
30
～
午
後
４
時
30
分

【
会
場
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

ま
た
、
市
役
所
に
対
す
る
苦
情

や
要
望
は
、
各
課
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
、中
に
は「
ど

こ
に
言
え
ば
い
い
か
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
担
当
が
不
明
な
場

合
は
、
市
民
課
生
活
環
境
係
ま
た

は
総
務
課
行
政
広
報
係
が
窓
口
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
早
急
に
担
当
課
・

係
を
調
査
し
対
応
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
務
め

た
時
吉
菊
男
さ
ん
（
８
期
24
年
）

と
絵
柳
益
夫
さ
ん
（
７
期
21
年
）

に
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長

年
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
た

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

表
彰
状
の
伝
達
は
、
４
月
11
日

に
え
び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

行
わ
れ
た
え
び
の
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
総
会
の
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
状
を
受
け

取
っ
た
絵
柳
さ
ん
は
、「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
７
期
21
年
間
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
地
区
の

方
々
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、

日
常
生
活
で
打
ち
解
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
委
員
は
退
任
し
ま

し
た
が
、
今
後
も
地
区
の
方
々
と

交
流
を
深
め
て
、
社
会
福
祉
の
増

進
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宮
﨑
市
長
は
「
長
年
、

社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
こ

れ
ま
で
培
わ
れ
た
経
験
を
生
か
し

て
、
社
会
福
祉
増
進
の
た
め
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
、
お
二
人
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受

け
、地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、

福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
た

り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利

用
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提

供
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
え

び
の
市
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
61
人
の
方
々
で
す
。

感謝状を手にする岩尾さん（中央）。市長から表彰状の伝達を受ける絵柳さん。

　

市
で
は
、
関
係
機
関
と
協
力
し
、
次

の
よ
う
な
相
談
業
務
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
、
分
か
ら

な
い
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
に
関
す
る

情
報
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
人
権
・
行
政
相
談
・
・
・
人
権
問
題

や
金
銭
問
題
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や

要
望
な
ど
の
相
談
。

【
開
催
日
時
】
毎
月
第
１
水
曜
日
（
６

月
は
第
１
月
曜
日
）
の
午
前
10
時
～
午

後
３
時

【
会
場
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
無
料
法
律
相
談
・
・
・
法
律
等
に
関
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えびの
四季彩色
Season　Color　of　Ebino

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ

韓国岳のすそ野に広がるつ
つじヶ丘は、霧島屋久国立
公園内でも指折りのミヤマ
キリシマの群生地です。

9　ebino　city　public　relations.　2008.05

紫
紅
色
に
染
ま
る
え
び
の
高
原
。

お
弁
当
を
持
っ
て

ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
登
山
は

い
か
が
で
す
か
。

●　
写
真
／
韓
国
岳
頂
上
か
ら
高
千
穂
を
望
む
。
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
が
見
ご
ろ

今
月
号
か
ら
、
え
び
の
産
の
食
材
を

使
っ
た
お
い
し
い
料
理
を
１
品
ず

つ
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年

10
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中

で
、「
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
紹

介
し
て
ほ
し
い
」、「
郷
土
料
理
を
紹
介
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
が
多
か
っ
た
た

め
、
ま
た
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
、新
た
に
設
け
た
も
の
で
す
。

　

今
月
は
う
ま
煮
を
紹
介
し
ま
す
。
う
ま

煮
は
昔
、
地
鶏
と
野
菜
を
炊
き
上
げ
た
の

で
「
つ
ざ
ら
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

う
ま
煮
は
え
び
の
の
伝
統
的
な
料
理
で
、

【材料（４人分）】
厚揚げ（小１枚）、にんじん（小１
/２本）、ごぼう（50 ㌘）、里芋（小
８個）、こんにゃく（60 ㌘）、干し
しいたけ（４枚）、竹の子（80 ㌘）、
サラダ油（大さじ２）、砂糖（40 ㌘）、
しょうゆ（大さじ９）、みりん（大
さじ２）、酒（大さじ２）、だし汁（適
量）

レ シ ピ

【作り方】
❶厚揚げは油抜きをして一口大に切
　る。
❷にんじんと竹の子とごぼうを乱切
　りにして、ごぼうは水にさらして
　おく。
❸里芋は上下を切り落とし、側面か
　ら六面か八面に角立つように皮を
　むく。一度水からゆでてぬめりを
　とっておく。こんにゃくは下ゆで
　して一口大に切る。
❹干ししいたけは戻して石づきをと
　って４等分にする。
❺鍋で油を熱し、にんじん、ごぼう、
　竹の子、こんにゃく、厚揚げの順
　に加え炒める。油が回ったところ
　でしいたけと里芋、しいたけの戻
　し汁とだし汁をひたひたになる程
　度加える。
❻砂糖、しょうゆ、みりん、酒を加
　え、途中でアクを取り除きながら
　火をやや弱めにし、落としぶたで
　ゆっくり煮る。

祝
い
ご
と
や
盆
正
月
に
は
現
在
で
も
欠
か

せ
な
い
一
品
で
す
。に
ん
じ
ん
や
ご
ぼ
う
、

里
芋
な
ど
、
自
分
の
家
で
取
れ
た
も
の
を

使
う
の
が
基
本
。
自
宅
で
こ
れ
ら
の
食
材

を
作
っ
て
い
る
方
は
、ぜ
ひ
、自
分
で
作
っ

た
材
料
で
料
理
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
昔

は
、
え
び
の
の
お
嫁
さ
ん
は
こ
の
う
ま
煮

が
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
一
人
前
と
言

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

レ
シ
ピ
に
記
載
し
て
い
る
材
料
の
ほ

か
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
鶏
肉
、
さ
つ
ま
揚

げ
な
ど
を
入
れ
て
も
お
い
し
く
い
た
だ
け

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

［レシピ／えびの市食生活改善推進員］
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vol.38◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば れ 自 会治

◎
国
際
交
流
員
レ
ポ
ー
ト

From　a　different　land… 異国から来たボクは…

Hello!!
My　name
is　Craig!

きます。それから手を使って、机など
が私の鼓になります。
　同じ趣味を持っている友達に出会え
てうれしいです。元気な時はカラオケ
に行って友達と一緒に歌い明かすこと
が大好きです。歌うことが好きなタイ
プに見えないかもしれませんが、本当
に好きです。私はジャンルを問わずに
何でも歌います。
　ピアノの前に座って作曲することも
楽しいです。後で譜面に書いて完成し
なくてもいいんです。私は大体、自分
の気に入った特徴のあるメロディーを
覚えて、次にも使うことにしています。
ですから自分の気持ちが含まれたメロ
ディーをたくさん持っています。ひま
な時も忙しい時も私にとって一番楽し
いのは音楽です。何度考えてみても、
この想いは変わりません。

愉快なる趣味

Craig　Smith

えびの市国際交流員
クレッグ・スミスさん

披露された五日市兵児踊り。

　

私
た
ち
の
五
日
市
は
、
市
の
東

部
に
位
置
し
、
集
落
の
中
央
を
国

道
２
２
１
号
線
が
東
西
に
走
る
、

兼
業
農
家
主
体
、
戸
数
約
１
０
０

戸
の
集
落
で
す
。
当
地
区
の
公
民

館
施
設
は
平
成
５
年
に
古
い
住
宅

を
購
入
し
た
も
の
で
、
修
理
・
改

修
し
な
が
ら
住
民
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
公
民
館
活
動
で
は
各
部

会
が
組
織
さ
れ
、
地
域
の
主
な
行

事
と
し
て
、
７
月
は
地
蔵
祭
り
、

９
月
は
敬
老
会
と
区
民
ス
ポ
ー
ツ

R i k i r o u 　Wa r a b i u c h i

五日市自治公民館長
蕨内力郎さん

ガンバローかい！
あたいどんが五日市

大
会
を
主
軸
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
域

美
化
活
動
や
友
愛
訪
問
、
世
代
間

交
流
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
青
壮
年
部
で
は
地
区
の
大
き

な
行
事
で
中
心
的
な
役
割
を
担

い
、
年
１
回
の
市
外
研
修
で
部
会

員
の
意
識
高
揚
を
図
っ
て
い
ま

す
。
女
性
部
で
は
踊
り
教
室
や
隔

月
実
施
の
「
か
た
ろ
う
会
」、
育

成
会
で
は
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
十
五
夜
祭
、
ど
ん
ど
焼
、
高

齢
者
と
の
世
代
間
交
流
な
ど
で
大

変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
芸
能
保

存
会
は
、
市
主
催
の
芸
能
大
会
な

ど
へ
の
出
演
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
助
成
事
業
を
導
入

し
、
地
域
活
性
化
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
に
よ

り
、
今
後
の
地
域
組
織
の
維
持
や

伝
統
芸
能
の
継
承
も
困
難
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏

ま
え
て
、
地
域
み
ん
な
の
知
恵
と

努
力
で
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（五日市自治公民館）

昨年の田の神さあの里産業文化祭で

♪
私にとって何が一番楽しいかと聞か

れると、やっぱり音楽を楽しむの
が一番です。楽しむ方法はいろいろあ
ります。聴くことはもちろん、楽器を
弾いたり友達とカラオケに行ったりし
ます。何かを創造したい気持ちになっ
た時は作曲することも楽しいです。
　疲れている時は、いつもパソコンを
使って音楽を聴きます。イヤホンやス
ピーカーによって、また、私が集中し
て聞いているかどうかによって、曲の
中で普段気付いたことのないことに気
付いていきます。
　また、楽器を弾くたびに心が癒され
ます。楽譜はなくても、ただ弾くだけ
で気が楽になります。楽器が近くにな
い時は歌うか、口笛でメロディーを吹

♪
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真幸駅で西内竪ふれあいクラブの活動を説明する鶴田さん。

「

E B I N O N O H I T O

鶴田守さん

西
内
竪
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
は
、

地
区
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す

の
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
務
め

る
鶴
田
守
さ
ん
（
西
内
竪
区
長
）

で
す
。
同
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
ふ

れ
あ
う
場
を
作
ろ
う
と
い
う
目
的

で
発
足
。
現
在
は
、
真
幸
駅
周
辺

の
環
境
美
化
活
動
や
、
国
道
沿
い

の
清
掃
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
同
ク
ラ
ブ
の
地
道
な
花
づ
く

り
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
、
ほ
ほ

え
み
花
の
く
に
み
や
ざ
き
づ
く
り

実
践
者
と
し
て
、
宮
崎
県
知
事
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

真
幸
駅
は
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
も

大
き
く
紹
介
さ
れ
、
現
在
で
は
え

び
の
市
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
、
観
光
客
と
同
ク
ラ

ブ
会
員
と
の
間
に
会
話
が
は
ず
み

ま
す
。
鶴
田
さ
ん
に
も
、
こ
の
真

幸
駅
で
出
会
い
、
現
在
も
交
流
が

続
い
て
方
が
い
る
そ
う
で
す
。

　

６
月
に
入
る
と
、
同
駅
近
く
に

あ
る
真
幸
棚
田
で
田
植
え
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
も
毎
年

Mamoru　Turuda

県
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
が
あ
り

ま
す
。
鶴
田
さ
ん
は
「
こ
れ
ら
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
よ
う
に
な
っ

て
、
西
内
竪
地
区
も
だ
い
ぶ
活
気

が
出
て
き
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
や
は
り
頭
を
悩
ま
せ

る
の
は
進
む
高
齢
化
。
鶴
田
さ
ん

は
週
に
１
回
程
度
、
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
宅
に
電
話
を
か
け
て
話
を

活動する場が地区民同士の
ふれあいの場となっています

し
て
い
ま
す
。「
高
齢
者
の
皆
さ

ん
に
、
家
か
ら
出
て
地
域
の
皆
さ

ん
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
元
気
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
み

ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
と
仲
良
く
や
っ

て
い
く
こ
と
が
私
の
夢
で
す
」
と

鶴
田
さ
ん
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
ふ

れ
あ
い
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

つるだ・まもる／ 70 歳／西内竪区／農
業／平成 16 年４月から西内竪区長を務
めるほか、西内竪ふれあいクラブ会長、
西内竪高齢者クラブ会長も務める。

Mamoru　Turuda
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き
ば
っ
ど
村
（
上
大
河
平
竹
林
観
光

推
進
グ
ル
ー
プ
）
の
竹
の
子
狩
り
フ
ェ

ア
ー
が
、
４
月
20
日
、
大
河
平
小
学
校

周
辺
の
竹
林
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
は
、
市
内
外
か
ら
約
６
０
０
人
も
の

人
が
訪
れ
、
開
放
さ
れ
た
広
大
な
竹
林

で
竹
の
子
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
河
平
小
学
校
の
運
動
場
で

は
、
そ
ば
だ
ご
汁
の
振
る
舞
い
や
、
同

地
区
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
や
加
工
品

な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宮
崎
市
か
ら
参
加
し
た
方
は
、「
毎

年
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
食
べ
る
の
が
楽
し
み

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

留
学
生
歓
迎
会
が
、
４
月
22
日
、
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
え
び
の
に
来
た
留
学
生
は
、
日
章

学
園
長
春
校
（
中
国
）
の
３
年
生
67
人
。

１
年
間
、
え
び
の
市
で
日
本
語
な
ど
を

勉
強
し
ま
す
。

　

歓
迎
会
で
は
、
え
び
の
太
鼓
の
演
奏

や
日
本
舞
踊
の
披
露
な
ど
で
留
学
生
を

歓
迎
。
食
事
を
し
な
が
ら
市
民
と
の
交

流
も
深
め
ま
し
た
。
留
学
生
を
代
表
し

て
孫ソ

ン

超チ
ョ
ウ
カ華
さ
ん
が
、「
え
び
の
市
は
自

然
が
豊
富
で
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
所

だ
と
思
い
ま
す
。中
国
の
若
者
と
し
て
、

両
国
の
友
好
が
深
ま
る
よ
う
に
、
ま

た
、
交
流
が
深
ま
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

え
び
の
京
町
温
泉
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
、
４
月
27
日
、
京
町
地
区
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
で
23
回
目
と
な
っ
た
同

大
会
に
は
、
県
内
外
か
ら
７
７
６
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
真
幸
地
区
体
育
館
前
を
ス

タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
と
す
る
３
㎞
、
５
㎞
、

10
㎞
の
部
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
ピ
ス
ト
ル
を
合
図
に
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
選
手
た
ち
は
霧
島
連
山
を
バ
ッ
ク

に
、
沿
道
か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら

精
一
杯
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
に
は
、
今
年
の
え
び
の

の
新
米
や
え
び
の
の
物
産
品
な
ど
が
当

た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

えびの太鼓の披露に留学生は大喜びでした。

親子で竹の子狩りを楽しむ参加者。

自己記録更新目指して一斉にスタートする選手たち。

き
ば
っ
ど
村
で
竹
の
子
狩
り

留
学
生
を
大
歓
迎

春
の
え
び
の
路
を
駆
け
る

　

田
の
神
ま
つ
り
が
、
５
月
４
日
、
末

永
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

今
年
一
年
間
の
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
つ
り
で
は
、
同
地
区
民
が
田
の
神

さ
あ
の
汚
れ
を
落
と
し
た
後
、
ペ
ン
キ

を
塗
り
直
し
ま
し
た
。
細
か
い
所
ま
で

丁
寧
に
色
付
け
さ
れ
、
数
時
間
後
に
は

き
れ
い
に
化
粧
直
し
さ
れ
た
田
の
神
さ

あ
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
田
の
神
さ
あ
を
ト
ラ
ク

タ
ー
の
荷
台
に
乗
せ
て
、
田
の
神
音
頭

や
三
味
線
、
太
鼓
の
演
奏
に
合
わ
せ
て

地
区
内
を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
田
の
神
さ
あ
の
前
で
神
事

を
行
い
、
五
穀
豊
穣
を
願
い
ま
し
た
。

　

小
林
法
人
会
が
、
４
月
28
日
、
市
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

贈
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
、

市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

市
長
を
訪
れ
た
同
会
副
会
長
で
え
び

の
支
部
長
の
原
口
陽
一
さ
ん
は
、「
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
な
る
と
思

い
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
贈
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
上

野
教
育
長
は
、「
万
が
一
の
時
、
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
体
制
を
整
え
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
毎
年
、
植
樹
や
車
イ
ス
の
贈

呈
な
ど
、
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

田の神さあのお披露目に回る末永地区民。

ＡＥＤを贈る小林法人会えびの支部の皆さん。

万
が
一
の
時
に
役
立
て
て

化
粧
直
し
て
豊
作
を
願
う

両
軍
の
戦
死
者
を
供
養

多
彩
な
催
し
楽
し
み
ま
し
た

　
「
さ
わ
や
か
フ
ェ
ス
タ
」
が
、
５
月

５
日
、６
日
の
２
日
間
、グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
え
び
の
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
、
県
内
外
か
ら
２
日
間
で
約
１
８
，

０
０
０
人
も
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
特

産
品
販
売
の
ほ
か
、
ふ
わ
ふ
わ
遊
具

コ
ー
ナ
ー
や
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
ダ
ン

ス
の
披
露
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
盛
り
だ
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
６

日
に
は
、
川
内
川
で
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト

体
験
試
乗
も
行
わ
れ
、
参
加
し
た
人
た

ち
は
、
大
き
な
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
に

乗
っ
て
、
川
内
川
の
優
雅
な
流
れ
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

２日間、多くの人でにぎわったさわやかフェスタ。

　

木
崎
原
合
戦
で
戦
死
し
た
島
津
・
伊

東
両
軍
の
供
養
祭
が
、
５
月
４
日
、
木

崎
原
古
戦
場
跡
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

供
養
祭
に
は
、
池
島
地
区
民
な
ど
約

２
０
０
人
が
参
加
し
、
両
軍
の
め
い
福

を
祈
り
ま
し
た
。
島
津
家
の
32
代
目
当

主
で
あ
る
島
津
修
久
さ
ん
は
、「
木
崎

原
古
戦
場
跡
は
、
社
会
教
育
上
有
益
な

教
材
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
有
効

に
生
か
し
て
、
え
び
の
市
か
ら
も
有
能

な
青
少
年
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

神
事
の
後
、
鹿
児
島
県
の
野
田
郷
島

津
太
鼓
の
奉
納
演
奏
や
、
伊
東
家
と
ゆ

か
り
の
あ
る
日
南
市
の
泰
平
踊
な
ど
が

披
露
さ
ま
し
た
。

木崎原古戦場跡で行われた供養祭。
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お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所☎ 0984‐35‐1111

は、テレビやラジオの受信に障害
を与えたり、携帯電話の通話を妨
害したりするだけではなく、警
察、消防、防災行政無線など人命
にかかわる重要な無線に対する混
信・妨害が発生するなど、私たち
の生活を脅かしています。不法な
無線局を開設したり運用したりす
ると、電波法違反で罰せられます。
　一人一人がルール（電波法）を
守ってよりよい電波環境を作りま
しょう。
■お問い合わせ先
九州総合通信局電波監理部電波利
用環境課
☎ 096‐368‐8634

　６月は外国人労働者問題啓発月
間です。
　すべての事業主の方は、外国人

（特別永住者を除く）の雇い入れ・
離職の際、その氏名、在留資格等
のハローワーク（公共職業安定所）
への届出が必要です。ハローワー
クでは、これに基づき、雇用環境
の改善に向けて、事業主の方への
助言・指導や離職した外国人への
再就職支援を効果的に行います。
　平成 19 年 10 月１日時点です
でに雇い入れている外国人の場
合、届出期限が平成 20 年 10 月
１日までとなっていますのでご協
力をお願いします。
■お問い合わせ先
小林公共職業安定所
☎ 0984‐23‐2171

　国際交流センターでは、市民の
皆さんに国際理解・国際交流を深
めてもらうため、次のとおり年間
のイベントを計画しています。

【年間事業計画（予定）】

■お問い合わせ先
国際交流センター
☎ 0984‐35‐3211

　小林えびの西諸歯科医師会で
は、「歯の衛生週間」によせて第
19 回「歯と健康・みんなの集い」
を開催します。

【開催日時】平成 20 年６月 14 日
（土）　受付：午後２時～午後４時
【会場】高原町ほほえみ館
【内容】歯の衛生週間図画・ポス

ター応募作品展示、フッ素無料塗
布、歯磨き指導、歯の健康無料相
談、成人検診
■お問い合わせ先
市健康保険課市民健康係
（内線 282）

　人事院九州事務局と熊本国税局
では、下記のとおり国家公務員採
用Ⅲ種（税務）試験を実施します。

【受験資格】昭和 62 年４月から
平成３年４月１日までに生まれた
方。

【試験の程度】高校卒業程度
【申込書受付期間】平成 20 年６
月 24 日（火）～７月１日（火）
まで

【第１次試験日】平成 20 年９月
７日（日）

【申込用紙】小林税務署に備えて
います。
■お問い合わせ先
小林税務署総務課
☎ 0984‐23‐3126

　都城公証役場では、遺言・任意
後見契約・尊厳死宣言・賃貸借契
約・金銭貸借契約・離婚給付契約
等の公正証書作成に関する無料相
談を下記のとおり実施します。な
お、相談者のプライバシー確保の
関係から、予約制としていますの
で、ご利用にあたっては、あらか
じめ希望する日時等を電話でご連
絡ください。

【開催日時】平成 20 年６月２日
（月）・４日（水）の午前９時～正
午と午後１時～午後７時、平成
20 年６月３日（火）・５日（木）
の午前９時～正午と午後１時～午
後５時

【会場】都城市前田町 15‐６デラ
コア前田ビル１階　都城公証役場

（国道 10 号線沿い―宮崎進行方
向左側）
■お問い合わせ先
都城公証役場
☎ 0986‐22‐1804

住宅用火災警報器の設置について

４月の活動状況 火災 0件 年計 8件
［えびの消防署管内］ 救急 50 件 年計 248 件

　全国で住宅火災による死者が毎年増加しています。このう
ち、「逃げ遅れ」によるものが最も多くなっており、この死者
数の低減を図るための施策として、一般住宅に住宅用火災警報
器の設置が義務付けられました。（※既存住宅については、平
成 23 年５月 31 日までの猶予期間があります）
　住宅用火災警報器には、火災で発生する煙を感知する煙式警
報器や熱を感知する熱式警報器があります。寝室、階段、廊下
等には煙式警報器、台所等には熱式警報器を設置してください。

４月の交通事故 人身 3件 年計 20 件
　発生状況 物件 25件 年計 97 件

　75 歳以上の高齢運転者は、本年６月１日から普通
自動車の前面と後面に高齢運転者標識を付けないで
運転すると、反則金 4,000 円と点数の減点１点が科
せられます。
　70 歳から 74 歳の方も高齢運転者標識を付けるよ
うに努めてください。

「交通安全　ゆずる優しさ　待つゆとり」

高齢運転者標識の表示義務化
について

国際交流を深めるイベ
ントに参加しませんか
国際交流センター年間事業計画

　市では、乳児を訪問して相談等
を受けていただく助産師、保健師、
看護師のいずれかの資格をお持ち
の方を募集します。

【募集人数】１人
【雇用期間】平成 20 年７月１日
（火）～平成 21 年３月 31 日（火）
【勤務時間等】午前８時 30 分～
午後５時　月５日程度出勤

【賃金】日給で助産師、保健師は
6,800 円、看護師は 6,500 円（※
通勤手当はありません）

【勤務条件】市の職員に準ずる
【選考方法】書類選考（市様式の
履歴書）と面接

【勤務場所】市健康保険課
【募集期間】平成 20 年６月２日
（月）～６月 20 日（金）
※そのほか、詳しいことは、市健
康保険課市民健康係にお問い合わ
せください。
■お問い合わせ先
市健康保険課市民健康係
（内線 282）

　市では、男の腕まくり料理教室
を開催します。これはえびの市食
生活改善推進員による男性料理教
室です。初心者の方も大歓迎です。

【開催日時】平成 20 年６月 24 日
（火）、９月９日（火）、10 月７
日（火）、12 月 22 日（月）、平
成 21 年 ２ 月 24 日（ 火 ）、 ３ 月
31 日（火）　午前９時 30 分～午

後１時
【会場】文化センター調理室
【対象】市内在住の男性
【参加料】3,000 円（全６回分、
材料代として）

【募集人数】20 人（先着順）
【持参する物】エプロン、三角巾、
米１合（１回分）

【申込方法】保健センター（☎
0984‐35‐2446） に 電 話 で 申
し込んでください。（受付：午前
９時～午後４時 30 分）　

【申込締切】平成 20 年６月 10 日
（火）
■お問い合わせ先
市健康保険課市民健康係
（内線 281）

　宮崎県が行う物品の買い入れ等
の入札に参加するために必要とな
る「競争入札参加資格者名簿」へ
の登載を希望される方は、資格審
査申請を行ってください。

【受付期間】平成 20 年７月１日
（火）～７月 31 日（木）※土・日・
祝日を除く

【受付時間】午前９時～午後 4 時
【受付場所】宮崎県庁附属棟 306
号室

【出張受付】平成 20 年７月 22 日
（火）の午前９時 30 分から午後
４時まで、都城総合庁舎５号およ
び６号会議室で受け付けます。

【申請書配布先】宮崎県総務事務
センター、各県税・総務事務所、
西臼杵支庁、串間・西都土木事務
所
■お問い合わせ先
宮崎県総務部総務事務センター　
☎ 0985‐26‐7208

　ルールを守らない不法な無線局

助産師・保健師・看護師
の資格を持っている方へ

市の臨時職員募集

外国人労働者の適正な
雇用と不正就労防止を

６月は外国人労働者問題啓発月間です・お知らせ・

遺言・任意後見契約等の
無料相談会を実施します
無料公正証書遺言等相談の案内

資格審査申請を
行ってください

競争入札参加資格審査申請の案内

腕をまくって料理に
挑戦してみませんか

男の腕まくり料理教室参加者募集 ・イベント・

ルールを守ってよりよい
電波環境を作りましょう
6/1 ～ 6/10 は電波利用保護旬間です

　設置の際には、右のマークが付いて
いるのを確認の上、購入してください。
また、消防署では、火災警報器の販売
は行っていません。悪質業者に十分ご
注意ください。

・募　　集・

事業名 開催時期
英語で遊ぼう ５月～７月の火曜日

ちびっこ英会話
１期：５月～７月の水曜日
２期：１月～３月の火曜日

チャレンジ英会話
１期：５月～７月の木曜日
２期：１月～３月の火曜日

国際料理教室
１期：７月 17 日（木）
２期：11 月 20 日（木）

国際フォーラム ７月 26 日（土）

中国語講座（初級） ８月～ 10 月の水曜日

日本語講座（初級） ８月～ 10 月の木曜日

英会話講座（初級） ８月～ 10 月の火曜日

国際交流フェスティバル ９月 28 日（日）

ハロウィンパーティー 10 月 25 日（土）

クリスマスキャンプ 12月13日（土）～14日（日）

中学生英語暗唱大会 平成 21 年２月 14 日（土）

在住外国人サポート
事業 毎月第１・第３金曜日

地域の皆さんの健康
維持と増進のために

「歯と健康・みんなの集い」を開催

・相　　談・

国家公務員採用Ⅲ
種試験を行います

国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験の案内

・採用試験・
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

く ら し の メ モ

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

最近、家族でゆったりとくつろぐ時間をもって
いますか？意外と、家族みんなでのんびりと

くつろぐことは難しいのではないでしょうか。
　子どもたちも幼稚園や学校でストレスを感じるこ
ともありますので、家ではほっとしたいはず。日ご
ろから家庭の中にリラックスでき、何かあったら話
をきちんと聞いてくれる人がいれば、子どもたちも
本当につらい時に本音を話してくれる気がします。
　人は本音を聞いてもらえた時、生きる勇気がみな
ぎってくるものです。そして、つらいことも乗り越
えていける元気をもらいます。
　ところで、自分の気持ちというのは自分でもよく
分からないところがあります。他人にしゃべりなが
ら、あっち行き、こっち行きしているうちに、だん
だんと分かってくるものです。ですから、どんな話
でも気長に「そんなこともあるよね」とうなずいて
くれる聞き手が必要です。しかし、最近、自分の思
い込みで自分の分かるところだけで相手の話を聞い
ているつもりの人が増えていると言われています。

　本来、コミュニケーションというのは「分かるこ
と」だけをやりとりするものではなくて、「分から
ないこと」を分かろうという気持ちで耳を傾け、自
分自身の「分かること」の領域を押し広げていくこ
とと言われています。
　親は、どうしても分かっているつもりで子どもの
話を聞いて、ついついアドバイスをしてしまいがち
ですが、時には子どもの話にもじっくり耳を傾けて
みましょう。もちろん、しっかり口は閉じて・・・。
　さて、ゆったりタイムをどこで作りましょう？飲
み会やおいしい物を食べてストレスを発散する人や
嫌なことがあるとやけ食いをする人がいます。胃袋
が動いている時は、ゆったりホルモンを出す副交感
神経が優位になり心もリラックスするので、これは
ごく自然な行為と言えます。ですから、子どもにとっ
ても夕ご飯は最高のゆったりタイムになります。そ
こで一句、『週１回テレビを消して夕ご飯』。お父さ
んもニュースを見たい気持ちをぐっとこらえて、ま
ずは週１回だけでもチャレンジしてみませんか。

「大人が絵本に涙する時」
著／柳田邦男

絵本は子どもだけのものではない―。柳
田邦男さんが、大人のための絵本の楽

しみ方を紹介している一冊です。心が渇き
きっている時、絵本は心に潤いを取り戻し
てくれるオアシスとなります。また、生き
る上で大事なものは何かを気づかせてくれ
ます。大人こそ絵本を読みましょう。

（平凡社）
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今月号から新しいコーナーを２つ設けました。料理を紹
介するコーナーと、えびのの見どころを紹介するコー

ナーです。これらは、昨年 10 月に行ったアンケート調査の
中で、掲載してほしいコーナーとして多く上げられたもの
です。料理については、えびの市食生活改善推進員の皆さ
んの協力を得ながら皆さんに紹介します。私も料理をしま
す。味も手際もあまりよくはありませんが、広報で紹介し
た料理にどんどん挑戦して、自分のレパートリーを増やし
ていきたいと思います。市民の皆さんもぜひ、挑戦してみ
てくださいね。　　　　　　　　　　　　　　　　　（楠元）

短
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俳
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詩

（
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ち
ゅ
う註
）

（
評　

竹
下
妙
子
）
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今月の
納税

■鞍津輪保健師（健康保険課）

～賢い消費者の輪を広げます～
　消費者に提供される商品やサービスは年々、
種類、量ともに増えています。一方、消費生活
に関するトラブルに巻き込まれる事例も増えて
います。そこで、消費生活に関する知識や情報
を伝え、「賢い消費者の輪」を広げようという
のが「暮らしのアドバイザー制度」です。
　消費生活に関することで、悩みなどがありま
したらお気軽にご相談ください。
■消費生活に関する知識や情報を提供します
　私たちがより良い消費生活を送るためには、
商品や契約などについての知識をしっかりと身
につけておくことが不可欠です。地域に積極的
に知識や情報の提供を行うことで「賢い消費者
の輪」を広げます。

■消費生活に関する相談に可能な範囲で応じます
　商品やサービスの安全性、「あの商品を買って
も大丈夫だろうか」というような消費生活に関す
る苦情や問い合わせ、要望などの相談に可能な範
囲で応じます。
　今年度の暮らしのアドバイザーは次の方々で
す。よろしくお願いいたします。

【暮らしのアドバイザー】
写真左から山本靖子さん
（中島区）、杉元美知子さ
ん（西川北区）、山内節
子さん（坂元区）。

週１回、テレビを消して夕ご飯！

暮らしのアドバイザーです！

軽自動車税　　全期
６月２日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／10,627人（＋301人）　　　転入／459人
　女性／11,801人（＋ 14人）　　　転出／126人
　合計／22,428人（＋315人）　　　出生／ 12人
◎えびの市の世帯数　　　　　　　死亡／ 30人
　9,390 世帯（＋ 348 世帯）

（平成 20年５月１日現在）
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Furusato-sanpo

口
は
大
変
乱
れ
た
の
で
義
祐
は
兵
を
出

し
て
、
北
原
氏
の
所
領
で
あ
る
真
幸
を

は
じ
め
、
吉
松
、
栗
野
、
横
川
等
を
収

め
ま
し
た
。
こ
の
争
乱
に
乗
じ
、
相
良

氏
、
島
津
氏
も
真
幸
を
手
に
入
れ
る
た

め
に
、
吉
松
、
栗
野
、
横
川
の
地
を
相

次
い
で
島
津
の
支
配
下
と
し
ま
し
た
。

永
禄
五
年
五
月
五
日
、
相
良
氏
は
加
久
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峠
を
越
え
て
真
幸
に
入
り
、
ま
ず
馬

関
田
の
東
福
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を
攻
撃
し
て
こ
れ
を
陥

落
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
馬
関
田
右
衛
門
佐
の
動
静

は
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ら
か
で
は
な
く
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の
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討
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し
た
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見
ら
れ
ま
す
が
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大
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東
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主
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ら
れ
る
も
の
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圓
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に
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り
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光
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提
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言
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
く
に
馬
関

田
城
（
東
福
城
）
址
が
あ
り
、
現
在
の

墓
地
の
中
に
、
多
数
の
古
い
石
塔
が
あ

り
ま
す
。
馬
関
田
右
衛
門
佐
の
墓
と
伝

え
ら
れ
る
も
の
が
、
そ
の
奥
の
最
も
高

い
所
に
あ
り
、
高
さ
約
一
㍍
余
り
の
五

輪
塔
で
す
。
も
と
は
五
輪
塔
が
三
基
あ

り
、
ど
れ
が
右
衛
門
佐
の
墓
か
分
か
ら

な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
三
基
は

一
基
に
ま
と
め
ら
れ
、
ほ
か
は
残
礎
を

残
す
の
み
で
す
。

　

馬
関
田
右
衛
門
佐
は
、
飯
野
城
主
北

原
氏
の
支
族
で
し
た
。
当
時
、
伊
東
義

祐
が
飯
野
に
勢
を
張
ら
ん
と
し
て
、
北

原
兼
守
と
二
女
麻
生
殿
を
結
婚
さ
せ
ま

し
た
が
、
子
ど
も
が
な
く
、
永
禄
三
年

に
北
原
兼
守
が
亡
く
な
っ
た
た
め
相
続

問
題
で
紛
争
し
ま
し
た
。

　

義
祐
は
右
衛
門
佐
を
北
原
家
の
後
継

ぎ
と
し
、
寡
婦
と
な
っ
た
麻
生
殿
を
右

衛
門
佐
に
再
婚
さ
せ
ま
し
た
。し
か
し
、

北
原
家
の
遺
臣
等
は
こ
れ
に
服
せ
ず
、

兼
守
の
従
兄
茂
兼
を
立
て
よ
う
と
し
た

の
で
、
義
祐
は
つ
い
に
茂
兼
を
殺
し
ま

し
た
。
こ
の
強
引
な
や
り
方
に
、
北
原

の
遺
臣
は
各
地
に
奔は

し

り
、
相
良
氏
域
に

は
島
津
氏
に
属
す
る
者
も
あ
り
、
真
幸

馬関田右衛門佐の墓塔と伝えられているもの（中央）。

大だ

い

え

ん

じ

圓
寺
と
馬ま

ん

が

た

う

え

も

ん

し

ょ

う

関
田
右
衛
門
佐
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